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地域医療支援病院業務報告書

１．概要

病院名
シリツイタミビョウイン

市立伊丹病院

所在地 伊丹市昆陽池1丁目100番地

開設者 伊丹市長　藤原 保幸

病院長　飯石　浩康

承認年月日 平成23年11月9日

２．業務報告 平成29年4月1日～平成30年3月31日

◇紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

承認要件 紹介率65%以上かつ逆紹介率40%以上

A/B 79.8%

※患者数は延べ人数 A：紹介患者の数 12,382人

B：初診患者の数 15,507人

C/B 100.6%

※患者数は延べ人数 15,611人

◇共同利用の実績

医療機関延べ数 5,087機関

（うち開設者と直接関係のない医療機関延べ数） (5,087機関)

共同利用病床数 5床

共同利用病床利用率 9.6%

共同利用の範囲 入院診療・手術・検査等・研修・会議

共同利用施設・設備

病床、検査室等、手術室、講堂、図書室、会議室、食堂、電子カ
ルテ、検査機器（MRI、CT、RI、ﾎﾙﾀｰ心電図、MMG、Linac、X線機
器、X線TV、骨塩定量、心エコー、腹部エコー、内視鏡、心カテ、
肺機能検査）、駐車場

登録医療機関数 388機関

共同利用に関する規定の有無 有



(1,396人)

(1,608人)

(3,004人)

研修の実績

(454人)

101.3㎡

101.3㎡

101.3㎡

36.1㎡

48.1㎡

27.6㎡

27.6㎡

27.6㎡

27.6㎡

27.6㎡

◇救急医療の提供の実績

優先的に使用できる病床 5床

専用病床 5床

救急用又は患者輸送用自動車により搬入した救急患者　 3,857人

上記以外の救急患者 6,601人

合計 10,458人
※延べ人数。括弧内は、うち入院を要した患者数

救急用又は患者輸送用自動車 1台

◇地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

研修の内容

○　地域の医師を対象として年１回「地域医療連携懇談会」とし
て研修会を開催、講義、ワークショップ、グループカンファレン
ス、ロールプレイ等を内容に盛り込んでいる。日本医師会生涯教
育講座に認定されている。
○ 小児診療においては「阪神北広域こども急病センター症例検討
会」を定期的に開催し、症例検討をおこなっている。
○　地域の介護職員を含めた「地域医療看護介護者研修会」にて
連携と知識向上を目的とした研修会を開催している。主な開催
テーマとして「在宅医療における他職種連携の在り方」・「在宅
における褥瘡予防」などを行った。
○　地域包括ケアシステムの構築に向け、研修会を開催。テーマ
は「高齢者虐待防止法を学ぶ」。
○　医療安全、感染対策、情報セキュリティー研修を地域医療従
事者におこなっている。

地域の医療従事者への研修回数 31回

合計研修者数（うち院外参加者） 2,684人

研修体制 研修プログラムの有無 有

研修委員会の設置の有無 有

研修指導者数 83人

研修施設 くすのき講堂１

くすのき講堂２

くすのき講堂３

カンファランス１

カンファランス２

実習病室１

実習病室２

ナースステーション

会議室１

会議室２



地方公共団体

その他

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法

管理責任者 病院長　飯石　浩康

管理担当者 医事課長　野口 隆

診療に関する諸記録の保管場所

・病院日誌　総務課
・各科診療日誌　各診療科
・処方箋　診療録保管庫
・手術記録　医局
・X線録　データ保管庫
・外来診療録　診療記録室
・入院診療録　入院カルテ保管庫

病院の管理及び運営
に関する諸記録の保
管場所

共同利用の実績 地域医療連携室

救急医療の提供の実績 医事課

地域医療従事者向け研修の実績 地域医療連携室

閲覧実績 地域医療連携室

紹介患者等の帳簿 地域医療連携室

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績

閲覧責任者 地域医療連携室部長　閔 庚燁

閲覧担当者 地域医療連携室主査　木戸 英津子

閲覧の求めに応じる場所 地域医療連携室

閲覧者別延べ件数 医師 35件

歯科医師 0件

0件

0件

合計 35件

◇第九条の十九第一項に規定する委員会の開催の実績

委員会の開催回数 2回

◇患者相談の実績

相談を行う場所

総合案内・がん相談支援センター・
地域医療連携室

主たる相談対応者 看護師・MSW・医事課職員

相談件数 1,023件

相談の概要

◎　受診科相談：症状により各科と調整の上、受診科の案内をし
ている。
◎　がん診療に関わること：検査説明や在宅療養。社会資源につ
いて紹介を行っている。
◎　かかりつけ医や療養に関わること：住所や疾患など関係者に
確認の上、対象機関に連絡調整を行い患者、家族に紹介してい
る。
◎　転院や施設入所の相談：疾病や介護度など関係者に確認の
上、対象機関と連絡調整を行い患者、家族に紹介を行っている。
◎　医療費：各制度の紹介、分納相談を行っている。



◇その他地域医療支援病院に求められる取組み

病院機能第三者評価 有

役割に関する情報発信 有

退院調整部門 有

地域連携クリティカルパスの策定 有

市立伊丹病院


